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先進企業IDECと
KIMOTOの戦略

理
職
比
率
や
育
児
休
業
の
取
得
状
況
な

ど
50
項
目
を
基
に
総
合
的
に
算
出
さ
れ

る
。
59
・
7
点
と
い
う
平
均
点
に
対
し
、

中
堅
企
業
の
中
で
特
に
高
水
準
だ
っ
た

の
が
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
（
86
・
9
点
）
と
Ｋ
Ｉ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
80
・
4
点
）
だ
。
ガ
バ
ナ

ン
ス
（
企
業
統
治
）
や
環
境
対
応
、
財

務
状
況
な
ど
を
含
め
た
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企
業

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
も
両
社
は
上
位
で
、

人
材
戦
略
を
軸
と
し
た
「
経
営
の
質
」

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
制
御
機
器
専
業
の
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
多

様
性
を
生
か
し
た
組
織
変
革
に
注
力
し

て
い
る
。
直
近
の
年
間
採
用
者
に
占
め

る
キ
ャ
リ
ア
採
用
は
7
〜
8
割
に
達
し
、

国
籍
や
年
齢
を
問
わ
な
い
能
力
本
位
の

採
用
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　
入
社
後
の
「
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
支
援
に
も
余
念
が
な
い
。
部
門
横

断
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
や
年
2
回
の

集
合
研
修
を
通
じ
、
企
業
理
念
な
ど
を

浸
透
さ
せ
、
早
期
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
受
け
入
れ
側
の
基

盤
を
整
備
。
退
職
者
再
雇
用
の
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
社
外
の
経
験
も
自
社
に
取

り
入
れ
る
。
人
材
の
流
動
性
を
事
業
成

長
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
捉
え
て
い
る
の
だ
。

　
グ
ル
ー
プ
全
体
の
外
国
人
比
率
は
約

7
割
と
高
い
。
英
語
を
用
い
て
ビ
ジ
ネ

ス
を
進
め
る
力
を
伸
ば
す
た
め
、
上
限

を
設
け
な
い
受
講
費
用
補
助
な
ど
、
制

「
ヒ
ト
を
大
切
に
す
る
」
精
神
を
現
代

の
働
き
方
に
当
て
は
め
、「
自
律
分
散

型
組
織
」
の
構
築
を
進
め
る
。

　
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
従
業
員
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
多
能
化
の

推
進
や
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
候
補
が
学

ぶ
「
バ
リ
ュ
ー
研
修
」
な
ど
独
自
の
研

修
を
実
施
し
、
部
門
を
超
え
た
横
の
つ

な
が
り
も
醸
成
す
る
。
社
内
ポ
ー
タ
ル

で
は
、
経
営
ト
ッ
プ
や
グ
ル
ー
プ
の
全

従
業
員
が
業
務
日
報
や
気
づ
き
を
投
稿
。

情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
、
迅

速
な
課
題
解
決
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
む
土
壌
を
つ
く
る
。

　
同
社
は
09
年
か
ら
働
き
方
改
革
を
開

始
し
、
15
年
以
上
改
善
を
積
み
重
ね
て

き
た
。
社
内
規
定
を
簡
素
化
し
、
個
人

の
意
思
を
尊
重
す
る
運
用
を
徹
底
。
コ

ア
タ
イ
ム
の
な
い
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク

ス
制
度
や
、
利
用
率
約
9
割
の
場
所
を

問
わ
な
い
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
を
導
入
し
、

「
イ
ベ
ン
ト
休
暇
」
な
ど
独
自
の
支
援

も
手
厚
い
。
一
連
の
取
り
組
み
は
従
業

員
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
働
き
が
い

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
2
社
の
事
例
か
ら
は
、
経
営
陣
が
働

き
や
す
さ
や
個
人
の
尊
重
に
本
気
で
向

き
合
う
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
働
き
が

い
と
社
会
的
責
任
を
両
立
さ
せ
る
姿
勢

は
、
中
堅
企
業
が
優
秀
な
人
材
を
引
き

つ
け
、
成
長
を
持
続
さ
せ
る
う
え
で
必

要
不
可
欠
だ
。 

（
伊
東 

優
）

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
優

秀
な
人
材
の
獲
得
と
活
用
は
中

堅
企
業
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企
業

総
覧
（
雇
用
・
人
材
活
用
編
）』
2
0

2
6
年
版
（
1
6
5
6
社
掲
載
）
の
デ

ー
タ
を
基
に
評
価
し
た
「
人
材
活
用
」

分
野
で
得
点
が
高
い
中
堅
企
業
2
社
の

人
材
戦
略
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
の
視
点
で
迫
る
。

　
人
材
活
用
分
野
の
得
点
は
、
女
性
管

度
面
で
の
支
援
も
強
力
だ
。
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ー
活
動
の
各
委
員
会
に
は
多

様
な
メ
ン
バ
ー
が
選
出
さ
れ
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
策
定
か
ら
進

捗
管
理
ま
で
一
貫
し
て
担
い
、
現
場
レ

ベ
ル
の
当
事
者
意
識
を
醸
成
し
て
い
る
。

　
働
き
方
改
革
の
象
徴
と
も
い
え
る
の

が
、
高
水
準
の
男
性
育
休
取
得
率
だ
。

23
年
度
1
0
0
％
、
24
年
度
92
・
3
％

と
極
め
て
高
い
。
10
年
に
初
の
男
性
取

得
者
が
出
て
か
ら
、
育
休
開
始
3
日
間

の
有
給
化
や
人
事
部
に
よ
る
上
司
へ
の

直
接
的
な
働
き
か
け
な
ど
、
現
場
の
意

識
改
革
を
粘
り
強
く
進
め
て
き
た
。
26

年
4
月
か
ら
は
育
休
取
得
者
の
業
務
を

カ
バ
ー
す
る
周
囲
の
メ
ン
バ
ー
に
手
当

を
支
給
す
る
制
度
を
導
入
し
、
現
場
の

心
理
的
安
全
性
を
高
め
て
長
期
取
得
を

さ
ら
に
促
進
す
る
構
え
だ
。

　
高
機
能
材
料
の
製
造
販
売
や
製
造
業

Ｄ
Ｘ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
展
開

す
る
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
。
創
業
以
来
の
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